予算要求資料
平成２８年度当初予算　支出科目　款：土木費　項：道路橋りょう費　目：交通安全対策費
	事業名　新　道の駅情報提供施設管理費


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　

　　　　　　県土整備部　道路維持課　安全防災係　電話番号：058-272-1111（内3716 ）

　　　　　　　E-mail： c11657@pref.gifu.lg.jp
１　事業費　　        　　１５，６４７千円（前年度予算額：  －　千円）
＜財源内訳＞　
	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫

支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財産収入
	寄附金
	その他
	県　債
	一　般

財　源

	前年度
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	15,647
	0
	0
	0
	0
	0
	53
	0
	15,594

	決定額
	
	
	
	
	
	
	
	
	


２　要求内容
（１）要求の趣旨（現状と課題）
　　「道の駅」は「休憩機能」、「情報発信機能」、「地域連携機能」を備えた道路利用者の休憩施設であり、地域住民のほか県内外からの観光客等が多く利用している。

　　各駅には、「情報発信機能」として情報提供スペースを整備し、テレビモニター、ポスター・チラシ類を配置して、市町村の管理のもと道路情報や観光イベント情報を提供しているが、情報提供レベルが不統一で、情報発信が効果的に行われていない。
（２）事業内容

　　県が所有する情報提供スペースは、原則、県が管理するとともに、道路情報のみならず県の観光情報・イベント情報等の情報発信機能を高めるため、以下の事業を実施する。
　１）「道の駅」での情報提供を管理するための情報管理員の配置

　　・「道の駅」の情報提供スペースを適切に管理運営するため、専門職員を、「４圏域」に新規に配置

· 揖斐土木（岐阜・西濃圏域）、可茂土木（中濃圏域）、恵那土木（東濃圏域）、高山土木（飛騨圏域）に各１名配置
　　２）テレビモニターでＤＶＤ映像を放映するための機器の整備

・道路情報提供用のテレビモニターで、県の観光情報やイベント情報等に関するＤＶＤを放映するための、映像機器を設置
（３）県負担・補助率の考え方

　　県所有施設の管理及び有効活用に要する経費であり、県の負担は妥当である。
（４）類似事業の有無
　　　　無

３　事業費の積算内訳
	事業内容
	金額
	事業内容の詳細

	報酬
	8,924
	情報管理員4名分

	共済費
	1,511
	情報管理員4名分

	旅費
	2,430
	情報管理員4名分（540千円+720千円+450千円+720千円）

	備品購入費
	2,247
	DVD再生用機器45千円（工事費込）×1.08×24基
テレビモニター250千円（工事費込）×1.08×4基

	使用料
	535
	テレビ映像使用料248千円×1.08×2種

	合計
	15,647
	


	　決定額の考え方　




４　参考事項
（１）各種計画での位置づけ
　　　　特になし。
（２）国・他県の状況

　　　　特になし。
（３）後年度の財政負担
　　　　情報管理員の人件費は経常経費である。
（４）事業主体及びその妥当性
　　　　県の公有財産である情報提供空間の適切な管理に要する経費であり、県が実施することは妥当である。
事業評価調書
	■  新規要求事業　

	□  継続要求事業


	１　事業の目標と成果


（事業目標）

	・何をいつまでにどのような状態にしたいのか
　　「道の駅」は県内外からの観光客等多くの方々が利用しており、ここでの情報発信は、県全体や地域エリアの観光振興、地域振興に対して影響が大きいと考えられる。

このため、「道の駅」の情報提供スペースにおいて、利用者にポスター・チラシや映像による観光イベント情報等を効果的に発信できるよう、提供情報の内容、また情報の掲示・陳列方法を随時改善することで、岐阜県のイメージアップ、観光客の増加につなげる。　　


（目標の達成度を示す指標と実績）

	指標名
	事業開始前
	指標の推移
	現在値
	目　標
	達成率

	
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	（H  ）
	％


	
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	（H　）
	％



○指標を設定することができない場合の理由
	　圏域「道の駅」情報連絡調整会議の提案を通して、随時、施策等を更新していくものであるため、数値目標の設定は困難である。




（前年度の取組）

	・事業の活動内容（会議の開催、研修の参加人数等）




（前年度の成果）

	・前年度の取組により得られた事業の成果、今後見込まれる成果

　


	２　事業の評価と課題


（事業の評価）

	・事業の必要性（社会経済情勢等に沿った事業か、県の関与は妥当か）

○：必要性が高い、△：必要性が低い

	(評価)

○


	　既存県有施設である「道の駅」の情報提供スペースにおける県や地域の観光イベント情報の提供方法を改善することで、県内各地域への観光客の増加等に貢献する。

	・事業の有効性（指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか）

　○：概ね期待どおり又はそれ以上の効果が得られている、△：まだ期待どおりの成果が得られていない

	（評価）


	

	・事業の効率性（事業の実施方法の効率化は図られているか）

　○：効率化は図られている、△：向上の余地がある

	(評価)


	


（今後の課題）

	・事業が直面する課題や改善が必要な事項
　


（次年度の方向性）
	・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのように取り組むのか

・「道の駅」は県内外からの観光客等多くの方々に利用されており、これら利用者に対して県・市町村等のイメージアップ等を図るため、鮮度の高い観光イベント情報等を効果的、継続的に発信することが重要である。

・鮮度の高い情報を的確に発信し続けるためには、次年度以降においても、圏域「道の駅」情報連絡調整会議の開催による圏域の発信情報等の調整や「道の駅」の県の情報提供スペースを専門的に管理する「情報管理員」の設置を継続する必要がある。


